
（別紙３）

～ 令和8年2月28日

（対象者数） 21 （回答者数）
19

～ 令和8年2月28日

（対象者数） 8 （回答者数）
8

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
・子ども達の意見をたくさん聞き、取り入れ、さらに楽しい

空間となれるように、色んな事を工夫していきたい。

2
・一人一人の成長に繋げた、個別性を重視する場面をさらに

強化していく。

3
・これまでの企画の継続も行いながら、子ども達に楽しんで

もらえるような新しい企画もどんどん考えていきたい。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1 ・新しい支援室の確保。

2 ・新しい事業所の開設。

3
・子ども達や保護者と相談をしながら、時間的な工夫を行

い、できる限りの支援を行っていく。

○事業所名 そら

○保護者評価実施期間
令和8年1月24日

○保護者評価有効回答数

令和8年1月24日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

令和8年3月2日

・時間的に取り組めない事柄がある。
・個別の取り組みや、学習支援など、放課後だけでは時間的に

短く、取り組めない事がある。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

・環境面として、室内がもう少し広ければと思う。
・個別の取り組みや、話し合いを行う際、子ども達が各課題だ

けに集中できるよう、静かな環境が必要である。

・利用に空きがなく、全ての利用希望に対応できていない。
・利用人数が上限に達しており、利用希望に応えることができ

ていない。

・子ども達が安心してくつろげる空間である事。

・子ども達が楽しく過ごせる場所であれるよう、随時職員間で

話し合いをし、コミュニケーションの取り方や、その環境を整

え、子ども達に寄り添えるように体制を取っている。

・子ども達一人一人の個性を尊重した支援ができていること

・児童の年齢や発達など、一人一人の個性を把握し、その児童

の様子を見ながら支援を考え、得意な事をさらに伸ばし、個性

が育つ支援が行えるよう、職員全員で話し合い、療育を行って

いる。

・子ども達に楽しんでもらえるような企画を考え、実施してい

る事。

・子ども達にとって楽しめる場であるよう、職員が連携してレ

クリエーションや行事の準備に取り組み、職員間で色々なアイ

デアや意見を出し合っている事。

放課後等デイサービス事業所における自己評価総括表公表


